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弧
嗣

皿藪

我
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税

と
普

遍
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原

則

…

注
學
博
士

植

民
政

策
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非

・

・

・

…

文
學
博
士

朝
鮮
研
の
一二
開

港

場

・

・

…

文
學
博
士

推
}歩

か
　退
歩

か

・

・

・

…

法
學
博
士

農

業

勢

働

問

題

・

・

・

…

渋
墨
博
士

賎
遡

狐
㎜

米
國

の
排

日
問
題

・

・

…

法
學
博
士

財
産
税
実

弾
樹
諸
種
の
非
難
慢
、
…

法
華
博
士

読

櫛犯

リ

ッ
ケ

ル
ト

の
慣

値

罷

系

・

…

文
學
博
士

難
皿

録

マ
ル

ク

ス
‡
一義

に
所

謂
過

渡

期

・

・

法
學
博
士

伯
林
最

近
の
生
活
費

・

・

…

法

學

士

附

録

・

・

…
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誌
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絡
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農

業

勢

働

,問

題

(六

)

河

田

嗣

郎

四

農

業

勢

働

の
新

組

織

農
業
勢
働
者
が
其
の
利
益
の
擁
護
ε
地
位
の
増
進

ε
の
矯
め
に
、
或
は
勢
働
組
合
を
作
り
、
或
は
小
作
人
組
合

を
造

っ
て
、
運
動
を
行
ふ
こ
ε
は
、
彼
等
に
與

へ
ら
れ
π
る
灌
利
で
あ
り
、
叉
現
今
の
時
勢
の
下
に
於
て
は
、
洵

に
已
む
を
得
ざ
る
所
ε
す
る
。
然
る
に
農
業
に
在

っ
て
は
、
工
業
に
於
け
る
蓬
異
り
、
雇
主
た
り
企
業
家
た
る
者

も
、
勢
働
不
足
の
爲
め
に
脛
楼
上
少

か
ら
ざ
る
苦
痛
を
感
じ
つ
、
あ
る
次
第
だ
か
ら
、
・
π
罫

一
概
に
勢
働
者

の
運

動
を
阻
止
し
防
塵
せ
ん
ご
す
る
こ
ε
は
な
く
、
何
`
か
し
て
、

一
面
に
ば
勢
働
者

の
満
足
を
得
、
他
面
に
は
叉
経

瞥
上
の
困
難
を
救
臥
ん
も
の
こ
、
其

の
解
決
策
叉
は
緩
和
策
が
孜
究
せ
ら
れ
、
叉
そ
の
貴
行
を
見
ん
こ
す
る
の
勢

を
、
比
較
的
急
速
に
醸
成
し
つ
」
あ
る
。

此
の
解
決
策
又
は
緩
和
策

ご
し
て
は
、
や
は
り
工
業
方
面
に
於
け
る
ε
同
じ
や
う
に
、
或
は
勢
働
者
の
生
産
組

,

合
を
組
織
し
、
之
を
し
て
自
主
的
に
生
産
脛
瞥
を
行
は
し
む
る
組
織
や

(∩
。
6
唱
無

二
〇
コ
)
多
敷
の
土
地
所
有
者
が

集

っ
て
組
合
を
組
織
し
、
そ
の
所
有
地
を
併
合
し
て

一
の
.纒

つ
た
農
場
ε
駕
し
、
之
が
共
同
経
管
を
行
ひ
、
然
か

論

叢

農
業
錯
働
問
題
(六
)

第
十
三
巻

.(第
六
號

七
三
)

入
五
五

.



ぼ

論

叢

農
舞

働
問
題
(さ

筆

三
巻
.,
〔笑

號

七
四
)

八
五
六

も
そ
の
経
管
は
利
益
分
配
制

(牢
。
律
ψ密
旨
σq
)
の
下
に
之
を
行

ふ
こ
ξ
や
、
或
は
勢
働
者
を
し
て
纒
管
管
理
に
参

加
せ
し
む

べ
き
農
場
委
員
制
を
設
く

る
こ
ε
や
の
如
き
が
致

へ
ら
れ
る
。

今
此
等

の
方
策

ご
見
ら
る
べ
き
種

々
の
組
織
に
就
い
て
、

一
般
的

に
其

の
性
質
利
害
等
を
論
ず
る
こ
ご
は
、
本

、

論
文
の
性
質
上
安
當
で
な
い
か
ら
、
此
所
に
は
た
ゴ
、
從
來
我
国
や
他
国
に
於
て
、
既
に
其

の
蟹
行
の
端
緒
を
開

か
れ
た
る
所
の
も
の
に
就

い
て
、
蜜
例
に
依
て
其

の

一
斑
を
示
す

こ
ピ
」
す
る
。

カ

ら

カ

ヘ

ヨ

ヘ

ヘ

マ

あ

み

先
づ
現
今
の
勢
働
運
動

に
於
て
大

い
に
主
張
せ
ら
れ

つ
玉
め
る
所

の
、
勢
働
者
の
自
主
的
経
管
制
に
就

い
て
見

る
に
、
之
は
自
作
制
や
小
作
制
や
が
已
に
其

の
意
味

に
叶

へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
.
.
然
か
も
此
等
は
此
所
に
問
題
ご

は
な
り
得
ざ
る
所

か
ら
、
主

直
し
て
専
ら
勢
働
者
が
組
合
を
組
織
し
て
、
そ
の
組
合
に
於
て
小
作
を
引
受
け
行
ふ

所
の
制
度
ε
し
て
、其
の
實
現
を
見
ん
ε
し
つ
Σ
あ
る
。
即
ち
從
來
輩
純
な
る
雇
傭
勢
働
者
で
あ
っ
た
者
等
が
馬
共

の
雇
傭
關
係
を
排
し
、
集
,っ
て
組
合
を
造
り
、
其

の
組
合

に
於
て
共
同
的
に
作
業
し
、
他
人

の
土
地
を
借
受
け
て
、

共
同
小
作
叉
は
自
主
勢
働
制
を
造
り
上
ぐ
る
も
の
之
れ
で
あ
る
。

此
の
新
組
織
は
、
我
国
に
も
其
の
例
が
な

い
で
は
な

い
が
、
や
は
り
現
今
ま
で
の
所

で
は
、
伊
太
利
乖
於
て
最

も
著
明
な
る
凝
達
を
遂
げ

つ
』
あ
る
。
試
に
其
の
概
況
を
述

べ
る
で
あ
ら
う
。

伊
太
利
に
在

っ
て
は
、
前

に
之
を
明
か
に
し
π
や
う
に
、
農
業
勢
働
者
も
亦
工
業
勢
働
者
同
様
に
労
働
組
合
を

組
織
し
て
、
そ
の
雇
傭
條
件
の
改
善

の
爲
め
に
、
其
他
叉

　
般

的
に
雇
傭
螢
働
者

こ
し
て
の
利
益
を
維
持
増
進
せ

6



む
が
爲
め
に
勺
努
力
し
て
居
る
の
で
め
る
が
、
此
の
組
合
以
外

に
叉
彼
等
が
凋
立
の
企
業
者
ε
し
て
農
業
の
経
管

を
行
は
ん
が
爲
め
に
、
共
伺
小
作
組
合
を
組
織
す

る
の
傾
向
も
、
近
時
頗
る
顕
著
な
ら
ん
ε
す
る
に
至

っ
た
。

帥

ち
同
国

に
於
て
は
、
自
作
農
民
や
勇
猛
小
作
人
等
の
問
に
、
各
種
の
産
業
組
合
が
組
織
さ
れ
て
、
北
部
地
方

に
於
け
る
ほ
こ
其
の
獲
達
を
見

て
居
る
有
様

で
あ
る
が
、
然
し
同
國
に
在

っ
て
は
、
自
作
農
民
や
分
盆
小
作
農
民

や
の
数
に
比
較
す
れ
ば
、
非
猫
立
的
な
る
無
産
勢
働
者
ご
し
て
、
何
等

の
土
地
を
所
有
せ
す
、
自
己
の
身
艘

に
固
.

有
な
る
勢
働
力
以
外
に
は
、
生
産
に
與
は
る

べ
き
手
段
を
有
せ
ざ
る
者
の
数
が
多

い
。
然
る
に
此
等
の
者
が
、
労

働
組
合
を
造

っ
て
、
雇
主
た
る
地
主
や
小
作
人
に
対
抗
し
て
運
動
を
し
て
み
て
も
、
兎
角
共
の
結
果
が
面
白
く
な

い
矯
め
に
、
終
に
彼
等
は
同
盟
罷
業
や
ボ
ポ
イ

コ
ソ
ト
の
如
き
も
の
以
外
の
有
数
な
る
道
を
開
招
せ
ん
巴
企
て
た

の
で
あ
る
。
斯
く
て
造
ら
る
、
に
至
っ
た
所

の
も
の
が
即
ち
こ
の
共
同
小
作
組
合
で
あ
っ
て
、
同
国
以
外
に
於
て

は

ル
ー

マ
ニ
ア
に
其
の
獲
蓮
を
見

つ
、
あ
る
。

由
來
農
業
経
済
學
の
激
ゆ
る
所
に
依
る
ε
、
農
業
ε
い
ふ
生
産
業
務

に
在

っ
て
は
、
自
作
に
せ
よ
小
作
に
せ
よ
、

た
∫
個
人
的
経
管
の
み
が
成
功
し
得

べ
き
も

の
で
、
共
同
纏
瞥

は
成
功
し
難

い
も
の
こ
誘
か
れ
て
居
る
が
、
・然
し
・

今
勢
働
者
が
共
同
し
て
、
共
同
小
作
組
合
を
造
り
、
共
同
企
業
ε
し
て
能
く
農
業
経
管
に
成
功
す
る
こ
ξ
に
な
れ

ば
、
從
・來
の
走
読
は
、
多
ゆ
の
改
造
を
必
要
ε
す
る
に
至
る
次
第
で
あ
る
。

然
し
此
の
共
同
小
作
組
合
ε
し
て
の
新
企
業
形
式
が
、
伊
太
利
に
於
て
能
く
獲
達
し
得

ん
ε
す
る
は
、
實
は
同

論

叢

農
業
労
働
問
題
(六
)

.

第
+
三
巻

(第
六
號

七
五
)

八
五
七



r

咽

倫

叢

農
業
勢
働
問
題
(六
)

第
十
三
巻

(第
六
號

七
六
)

八
五
入

園
の
事
情
が
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
所

の
少

か
ら
ざ
る
に
因
る
を
注
意

せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
即
ち
同
國
に
在

っ

て
は
、
土
地
所
有
が
非
常

に
資
本
化
さ
れ
て
、
企
業
者
ぜ
勢
働
者
ε
が
、
共

に
之
か
ら
離
れ
て
し
ま

っ
て
居
り
、

土
地
は
セ
ゴ
軍
純

に
地
代
所
得

の
目
的

の
爲
め
に
所
有
せ
ら
る
～
状
態
が
、
置
き
に
渉

っ
て
存
在
す
る
こ
ざ
》
、

今

一
っ
に
は

一
八
八
○
年
代
に
土
地
の
改
頁
工
事
が
大
い
に
行
は
れ
陀
る
こ
ε
、
が
、
そ
の
前
提
條
件
を
寫
し
て

居
る
の
で
あ
る
9
此
の
改
頁
工
事
に
際

し
て
は
筆
勢
働
者
等
は
、
其
の
行

ふ
労
働
は
頗
る
簡
軍
な
る
勢
働
で
、
た

ゴ
そ
の
分
量

に
於
て
の
み
人
な

る
弊
働
を
爲
す
に
過
ぎ
な

い
で
、
然
か
も
そ
れ
を
爲
す
に
は
、
企
業
家
な
る
者
を

扱
き
に
し
て
、
直
接
に
政
府
や
金
融
業
者
ど

交
渉
す
る
こ
ε
、
な

っ
た
。
斯
く
て
彼
等
は
、

一
面
に
企
業
家
の
不

必
要
こ

い
ふ
こ
ご
を
知
る
ε
同
時
に
、
他
面
ヌ
自
己
の
生
産
上
の
能
力
を
畳

る
こ
ε

＼
な

っ
た
。
そ
し
て
叉
肚
會

蕪

の
勢
力
の
下
に
立
て
る
政
府
は
隔
此
種
の
勢
働
者
の
生
産
組
合
セ
奨
魎
す

る
所
が
あ

っ
た
の
で
.あ
る
。

惟
ふ
に
、
土
地

が
勢
働
者
の
力
に
依
て
新
π
に
灌
漑

又
は
排
水
せ
ら
れ
、
其

の
工
事
が
出
來
上

っ
た
ε
い
ふ
こ

ε
に
な
れ
ば
、
勢
働
者
等
は
其
の
共
同
の
力

に
依
て
出
來
た
土
地
な
の
だ
か
ら
、
之
を
天
引
続

い
て
共
同
に
耕
作

経
管
し
て
行

か
う
ξ
い
.ふ
考
を
起
す
の
は
、
無
理
か
ら

ぬ
所
ε
せ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
弦

に
於
て
か
、
勢
働
者
等

し

も

ぬ

セ

ヒ

あ

も

の
組
織
せ
る
共
同
小
作
組
合
(諺
嬰

碧
鑓

∩
皇
Φa
舜
)
は
、
直
接
に
地
主
に
談
劃

し
て
、
其
の
土
地
を
借
受
け
、

其
の
保
護
ε
し
て
は
自
分
共
の
貯
蓄

せ
る
資
金
や
保
険
謹
書
の
類
を
提
供
す

る
こ
ε
』
し
π
の
で
あ
る
。

共
同
小
作
組
合
の
農
業
経
管
は
、
二
様
の
形
式
に
於
て
行
は
れ
る
。
即
ち

一
は
、
纒
瞥
上
の
共
伺
を
ば
、
把
冨



業
務

の
指
導
及
び
生
産
物
の
販
費
ε
い
ふ
が
如
き
部
分
に
翻
し
て
の
み
行
ふ
も
の
之
れ
で
あ
る
。
「
例

へ
ば
各
組
合

員
は
、
其
の
共
同
小
作
地
を
銘
々
に
分
割
し
て
配
當
し
て
耕
作
し
、
水
路
や
道
路

の
設
備
、
高
償
な
る
機
械
の
使

ヤ

ヤ

も

も

あ

用
、
生
産
物
の
販
賞
ピ
い
.ふ
が
如
き
事
の
み
、
共
同
事
業
ε
し
て
行

ふ
も
の
で
あ
る
。
此
の
分
割
的
條
件
の
下
に

ヘ

へ

り

し

も

行

は
れ
る
共

同
小
作
制

(誤
年
㌶
=
鑓

餌
n9
α
曵
o
器

良
く冨

)
.に
謝
し

て
、
今

一
つ
の
も

の
は

、
合

]
的
係
件

の

下

に
行
は
れ

る
共

同
小
僮

制

〔》
田
偉
碧
温

国
6
8
島
民
8
0

口̀
津
ε

で
あ

っ
て
、
此

の
形
式

に
於

て
は
、
纒
螢
は
初

か
ら

共
同
に
行
は
れ
、
事
業

は
個

人
的
大
規
模
脛

鞍

に
於

け

る
が
如

く

、
共

同
機
関

に
依

て
軍

一
的

に
指
導
経
管

せ
ら

れ
、
各

組
合

員

は
勢
働
者

ε
し
て
働

き
、
そ

の
勢

働

に
謝

し
て
は
、地

方
普
通
並

み
の
賃
金

が
支
拙

は
れ
、
後

日
年

度
末
に
事
業
全
龍

の
計

算
が
行
は
れ

て
、

利
得

の
塞
・つ
た
場
合

に
は
、

其

の
配
當

の

行

は
る

ふ
も
の

ξ

す

る

。此
櫨
の
農
業
勢
働
者
の
生
産
組
合
は
、戦
前
既
に
上
伊
太
利
に
於
て
四
十
五
、
シ
シ
リ
i
島
に
於
て
四
十
三
を
数

ふ
る
有
様
で
あ
っ
だ
が
、
其
筈
は
決
し
て
皆
悉
く
が
肚
會
主
義
的
努
力
よ
り
生
れ
た
も
の
ε
見
る

べ
き
で
は
な

い
っ

激
會
の
如
き
が
其

の
所
有
地
を
此
種
の
生
産
組
合
の
小
作

に
附
す

る
場
合
あ
あ

っ
て
、
此

の
宗
激
的
勢
力
の
下
に

造
ら
れ
た
共
同
小
作
組
合
は
、
保
守
的
性
質

に
富
む
も
の
た
る
を
冤
れ
澱
。
然
し
そ
の
小
作
條
件
に
至

っ
て
は
、

.

呼
也
小
作
人
に
都
合
よ
き
も
の
た
る
爲

め
に
、
勢
働
者
自
身
の
護
憲
に
依
て
出
來
上
っ
た
共
同
小
作
組
合
よ
り
も
、

却

っ
て
業
務
上
に
於
て
繁
榮
す

る
を
得
セ
。
然
し
乍
ら
後
者
は
叉
耐
會
主
義
的
傾
向
を
帯

べ
る
地
方
自
治
膿
の
如

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(六
)

第
十
三
巻

(第
六
號

七
七
)

八
五
九

,



論
.
叢

農
業
労
働
問
題
(六
)

第
十
三
巻

(第
六
號

七
八
)

入
夫
O

き
が
、
其
の
公
有
地
を
ば
其
の
小
作
に
附
す

る
こ
ご
を
敢
て
す

る
に
至

っ
た
爲
め
に
、
其

の
方
面
か
ら
大
.い
な
る

・
援
助
を
得
る
こ
巴
が
出
来
た
。
そ
し
て
政
府
は
、
此
程
の
小
作
組
合
が
獲
達
す
乃
に
至
れ
ば
、
地
主
小
作
人
間

の

感
情
及
び
利
害
の
衝
突
を
緩
和
す

る
を
得

る
の
み
な
ら
す
、
此
の
企
業
形
式
は
叉
特
に
南
方
に
於
て
必
要
ε
せ
ら

r
る
工
内
地
植
民
の
業
を
進
な
る
に
適
當
な
る
も
の
ご
見
て
、
大

い
に
之
を
奨
顕
す

る
こ
ε
＼
し
た
。

惟
ふ
に
此
程
の
共
同
小
作
組
合
が
農
業
勢
働
者
の
境
遇
を
改
善
し
其

の
地
位
を
向
上
せ
し
む
る
薦
め
に
布
敷
な

る
手
段
た
る
こ
ざ
は
、
之
を
孚

ひ
難

い
。
然
し
之
は
如
何
な
る
場
合
に
も
常

に
農
業
経
管

に
適
合
せ
る
企
業
形
式

ε
は
謂

ふ
こ
ご
が
出
家
難

い
。
そ
の
有
効
な

る
を
得

べ
き
場
合
芭
、
其

の
有
効
π
り
得

べ
き
限
度
ご
は
、
自
ら
限

定
さ
れ
だ
る
を
忘
れ
て
は
な
ら

諏
。
則
ち
若

し
北
極
の
組
合
が
成
功
し
て
、
其
の
業
務
が
繁
榮
す
る
に
於

て
は
、

其
の
業
務
に
與
は

っ
た
當
初
か
ら
の
組
合
員
は
、
新
組
合
員
を
加
入
せ
し
む
る
こ
ε
に
依
て
、
其

の
利
益
を
少
く

す

る
を
欲
せ
ざ
る
所
か
ら
、
勢
働
が
献
身
に
必
要
な
る
場
合
に
於
て
は
、
他
よ
り
勢
働
者
を
雇
傭
し
て
事
を
済
ま

さ
ん
ε
す
る
に
至
り
、
組
合
は
化
し
て
雇
主
團
賠
ど

な
り
、
動
も
す
れ
ば
叉
會
枇
企
業
の
や
う
に
、
瞥
利
的

の
も

の
ε
化
し
、
其
間

に
叉
新
た
な
る
弊
害
を
生
む
に
至
る
も

の
ε
す
る
。
此
事
工
業
方
面
に
於
け
る
勢
働
者
の
生
産

組
合
に
在

っ
て
も
、
屡
次
之
を
見
る
所
で
あ
る
が
、
農
業
方
面

に
於
て
も
事
情
に
異
る
所
は
な

い
。

加
之
此
種
の
生
産
組
合
を
組
織
し
得

べ
き
勢
働
者
は
、
勢
働
者
中
に
在

っ
て
は
既

に
比
較
的
良
好
な
る
境
遇
に

在
る
も
の
で
、
更
に
彼
等
の
地
位
を
進
む
る
も
の
ξ
し
て
役
立

つ
に
櫃
事
す
、
劣
等
な
る
勢
働
盾
等
に
は
、
多
く

F



そ
の
利
用
の
道
の
開
か
れ
た
る
を
見
な

い
の
で
あ
る
"
勢
働
者
等
が
ま
だ
幼
稚
な
る
状
態
に
在
り
、

一
種
の
村
落

共
産
圏
磯

を
形
造

っ
て
居
る
や
う
な
地
方

に
於
て
は
、
勢
働
者
は
、
北
極
の
現
代
的
企
業
形
式

に
入
る
迄

に
は
、

荷
ほ
今
少
し
く
獲
達
す

る
を
必
要
ざ
す
る
の
で
あ
る
、

右
は
伊
太
利
に
於
け
る
共
同
小
作
組
合

に
關
し
て
の
こ
ε
で
あ
る
が
、
概
し
て
地
種

の
勢
働
者
共
同
生
産
組
織

は
、
夙
に
諸
國

に
於
て
推
奬
せ
ら
る
N
所

π
る
に
拘
ら
す
、
從
來
の
實
例
に
於
て
は
、
工
業
方
面

に
は
割
合
に
大

い
な
る
成
功
を
占

め
た
る
も
の
少
く
、

却

っ
て

農
業
方
面
に
於
て

稍
々
成
功
せ
る
も
の
が
め
る
。

從
來
の
例
で

は
・
手
工
業
方
面

に
在

っ
て
樽
屋
製
本
屋
の
如
き
晟

功
せ
る
も
の
み
り
、
農
業
方
面

に
在

っ
て
は
、
牛
酪
乾
酪

製
造
果
物
加
工
業
馨
に
成
功
の
例
多
く
普
通
耕
作
に
於
て
は
、
右
伊
太
利
の
例
が
最
も
著
明
な
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
此
種
の
共
同
生
産
組
合
組
織
は
、
組
合
の
規
模
が
比
較
的
小
一
て
、
.組
合
員
の
撒
も
比
較
的
少
く
、
然
か
も

各
組
合
員
は
皆
大
抵
同
様
な
る
勢
働
を
寫
し
、
受
取
る
べ
き
野
賃
の
額
も
相
似
た
る
や
う
な
場
合

に
於
て
は
能
く

成
功
し
得
る
見
込
が
あ
る
け
れ
こ
も
、
複
雑
な
る
組
織
の
下
に
大
規
模
経
管
の
行
は
る
工
如
き
享
楽
に
在

っ
て
は
、

勢
働

　
様
な
る
を
得
ず
、
熟
練
弊
働
者

ε
然
ら
ざ
る
も
の
ε
の
厩
別
を
生
じ
、
事
業
は
ξ
か
く
圓
潜
…有
効
に
進
み

難
く
て
、
失
敗
に
終
る
場
合
が
多

い
の
で
あ
る
。
、農
業
の
中
に
在

っ
て
も
、
彼
の
農
産
製
造
業
の
如
き
は
、
規
模

は
比
較
的
小
規
模

な
る
を
得
、
資
本
も
少
く
て
濟
み
、
労
働
は
簡
軍
な
る
が
爲
め
に
、
最
も
勢
働
者
共
同
生
産
組

織
の
成
功
し
得

べ
き
望
が
あ
る
。
而
し
て
耕
作
の
方
面
は
、
農
産
加
工
業
に
於
け
る
ほ
ご
事
業
は
簡
軍
に
は
行
き

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(六
)

第
+
三
巻

(第
六
號

七
九
)

入
宋
「
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論

叢

農
業
野
働
問
題
(六
)

第
+
三
巻

(箪
號

八
9

八
六
』

兼
ね
る
が
、
そ
れ
で
も
、
勢
働
者
共
同
生
産
組
合
の
業
務
ε
し
て
到
底
適
し
繋
ね
る
ほ
こ
複
雑
な
も
の
ε
謂

ふ
こ

ε
は
出
来
難
く
、
能

く
そ
の
成
功
し
得

べ
き
望
は
十
分
あ
る
臥

せ

な

け

れ
ば
な
ら

鳳
。
殊

に
、
共
同
小
作
が
個

別
的
経
管
を
原
則
ε
し
て
、
た

ご
或
種
の
業
務

に
閲
し
て
の
み
共
同
脛
螢
を
行
ふ
組
織
の
下
に

〔前
掲
伊
太
利
.の

〉
獣
葺
碧
N9
曽
8
星
斗
o
席

α
三
塁

の
如

き
)
行
は
れ
る
分
な
ら
ば
、
そ
の
能
く
圓
満
に
行
は
れ
て
、
共
同
小
猿
制

ピ
し
て
の
十
分
な
る
効
果
を
擧
げ
得

べ
き
籐
地
は
、
大

い
に
存
す
る
も
の
ε
せ
な
け
れ
ば
な
.ら

謁
。

要
す
.る
に
此
の
勢
働
者
共
同
生
産
組
合
の
事
業
は
、
農
業
方
面
に
於
て
あ
、
そ
の
能
く
秤
は
れ
得
る
限
り
に
於

て
、
労
働
者
の
地
位
を
高
め
、
そ
の
境
遇
を
改
善
す
る
上
に
、
貢
献
す
る
所
あ
る
べ
き
を
疑

ふ
こ
ε
が
出
家
ぬ
。

唯
だ
我
國
の
や
う

に
、
農
業
方
面
に
は
輩
.純
な
る
雇
傭
勢
働
者
の
撒
が
少
く
、
然
か
も
土
地
は
小
分
さ
れ
て
、
農

業
経
管
は
何
れ
も
小
規
模
な
る
が
爲

め
に
、
個
別
的
小
作
の
行
は
れ
得

べ
き
餓
地
頗
る
廣
㎏
、
然
か
も
又
そ
の
小

.

作
に
閲
し
て
現
今
種
々
の
竜
會
的
問
題
の
起
り
来
り

つ
」
あ
る
際

に
於
て
、
此
の
共
同
小
作
制
の
如

き
が
、
此

の

勢
働
問
題
上
の
困
難
を
救
ふ
に
何
程

の
用
を
駕
す

か
ε
い
ふ
こ
ε
に
至

っ
て
は
、
多
く
之
に
望
の
嘱
し
難
き
を
思

は
な
く
て
は
な
ら

漁
。
將
來
の
農
業
経
管
組
織

に
關
す
る

一
般

の
問
題
ε
し
て
、
共
同
脛
瞥
組
織
の
必
要
な

る
こ

ご
や
、
そ
が
食
糧
問
題
な
ご
の
上

か
ら
見
て
、
生
産
増
加
策
ε
し
て
も
有
効
な
る

べ
き
こ
ε
や
、、
文
勢
働
力
を
節
約

し
機
械
力
を
使
用
し
得

る
飴
地
多
く
、
そ
の
意
味

に
於
て
経
管
上
の
方
面
よ
b
観
た
る
勢
働
問
題
解
決
の

一
助

ご

な
る

べ
き
こ
ε
や
は
、
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
漁
が
、
そ
が
勢
働
者
側
よ
b
見
た
る
農
業
勢
働
問
題
解
決

の
爲



め
に
、
大

い
に
貢
献
す
.る
所
あ
る
べ
し
ε
は
考

へ
ら
れ
源
の
で
あ
る
。
特
に
は
又
、
た
こ
ひ
此
の
共
同
企
業
組
織

が
農
業
上
に
於
て
廣
く
叉
有
効
に
行
は
る

、
に
至
る
ε
す

る
も
、
そ
の
共
同
企
業
燈
自
身
が
土
地
を
所
有
し
て
之

を
自
作
脛
鞍
す
る
の
で
な
く
、
他
人

の
土
地
を
借
り
て
之
が
小
作
経
管
を
行
ふ
分
で
は
、
や
は
b
地
主
ピ
此

の
共

同
企
業
禮
こ
の
利
害

の
衝
突
す

べ
き
鯨
地
が
残
り
、
両
者
間
に
小
作
問
題
を
獲
生
す
べ
き
こ
ε
は
、

、個
人
々
々
に

依
て
行
は
る
N
小

作
制
に
於
け
る
ε
異
る
所
が
な

い
。
即
ち
先
づ
小
作
料
の
問
題
に
於
て
鰍
地
主
は
そ
の
多

か
ら

ん
こ
ご
を
希
望
し
、
共
詞
企
業
騰
は
小
作
團
禮
注
し
て
其
の
少
か
ら

ん
こ
ε
を
希
望
し
、
両
者
間
に
軋
轢
紛
争
を

見

べ
き
こ
ε
は
、
依
然
ε
し
て
普
通
の
小
作
組
合
封
地
圭
の
閣
…係
ご
異
る
所

が
な

い
の
で
あ
る
。
從
て
此
の
制
度

は
小
作
争
議
防
止

に
効
果
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
π
ゴ
勢
働
組
織
ε
し
て
意
義
あ
る
も
の
た
る
に
過
ぎ
源
。

.

上
に
述
ぶ
る
所

の
、
勢
働
者
の
自
主
的
共
同
脛
管
制
以
外
に
於
て
内
現
今
の
勢
働
問
題

に
封
ず

る

一
策
ε
し
て

し

も

　

カ

へ

も

も

も

考

へ
.ら

る

」
所

の
も

の
ε
し
て
は
、
彼

の
農
場
勢
働
委

員
制

に
就

い
て
、

一
言
す

惹
所
が

な
く
て
は
な
ら

諏
。

工

場

に
於
け

そ
鯵
働

委
員
制

に
就

い
て
は

、
我
国
に
在

っ
て
も
、
現
今
盛

に
之

が
攻
究

の
行

は
れ

、
叉
大

い
に
其

の

推
奨

の
行
は

れ

つ
、
あ

る
を
見

る
次
第

で
あ

る
が
、

農
業

に
於

て
も
此

の
制

度

の
孜

へ
ら

る
Σ
鯨
地
が
な

い
で
は

な

い
。
現

に
凋
逸

の
如

き

に
在

っ
て
は
、

}
九

圃
八

年
十
二
月

二
十
三
日

の
法
令

に
依

り
、
如

何
な

る
産
業

π

る

を
問

は
ず

、
二
十

人
堀
上

の
勢

働
者
を
使
用
す

る
所

に
在

っ
て
は
、
必
ず

や
勢
働
委
員
を
設

ぐ

べ
き
も

の
ざ
せ
ら

論

叢

農
業
静
働
問
題
〔六
)
.

第
十
三
巻

(第
六
號

入
ご

入
六
三

「



論

叢

農
業
労
働
聞
腰
(六
)

第
十
三
春

(第
六
號

八
二
)

八
六
四

れ
、
荷
も
公
民
椹
を
有
す

る
者

に
し
て
二
十
歳
以
上
の
者

は
一
男
女
の
別
な
く
委
員
の
選
翠
被
選
學
罹
を
有
す
る

も
の
こ
な

っ
て
居
る
。
そ
し
て
五
十
人
以
下
の
勢
働
者
を
有
す
る
所
に
於
て
は
.、
委
員
は
三
名
よ
り
成
り
豫
備
員

三
名
ε
せ
ら
れ
て
あ
る
。

総

て
此

の
勢
働
委
員
制
は
、
大
規
摸
経
管
の
行
は
る
、
所
で
、
多
数
の
勢
働
看
の
使
用
さ
れ
た
る
も
の
に
在

っ

.

て
は
、
能
く
行
は
れ
得
竃

け
れ
こ
も
、
我
國
の
農
業
の
や
う
に
、
経
管

の
規
模

の
極
め
て
小
な
る
所

に
在

っ
て
は
、

殆
ん
ご
之
を
採
用

し
得

べ
き
鯨
地
が
な

い
。
我
国
の
農
業
は
、
土
地

の
所
有
が
大
所
有
制
ε
な

っ
て
居

る
も
の
に

在

っ
て
も
・
そ
の
経
墜
は
大
多
数
の
場
合
に
於
て
、
小
規
模

の
小
作
脛
轡

喜

ら
れ
、
ζ

北
海
道
其
他

に
於
て
例

外
的
に
大
規
摸
経
管
を
見
る
に
過
ぎ
諏
。
從
て
我
国
の
農
業
に
在

っ
て
は
、
.此
の
勢
働
委
員
制
は
、
今

の
所
殆
ん

ご
問
題
ε
な
る
ほ
ご
の
償
値
を
持
ち
得
な
い
の
で
め
る
。
た

岱
此

の
制
度
.は
、
英
米
其
他

の
諸
国
の
や
う
に
馬
農

業
に
在

っ
て
も
、
工
場
工
業

に
於
け
る
ε
同
様

に
、
多
藪
の
雇
傭
勢
働
者
が

…
経
管
の
下
に
使
用
さ
る
」
状
態
の

下
に
於
て
、
採
用

さ
れ
得

べ
き
で
あ
っ
て
、
然
か
も
其
の
採
用
に
依
り
、
勢
働
問
題
の
解
決
は
出
楽
な
く
て
も
、

其
の
緩
和
の
矯
め
に
、
多
少
の
効
果
を
奏
し
得

べ
き
こ
ご
を
信
じ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し

も

ぬ

次
に
農
業
に
於
け
る
労
働
問
題
緩
和
の

一
助

ε
な
り
得

べ
き
も
の
重
し
て
考

へ
ら
れ
る
所
の
も
の
は
、
利
潤
分

配
の
制
度
之
れ
で
め
る
。
所
謂
労
資
協
調
的
立
場
に
在
る
人
々
は
、
此

の
制
度
に
封
し
て
は
、
大

い
な

る
望
を
嘱

40)DLMendel50n,DergegenwartigeSしandderLandarbeiter匿ra窪e曜S.13。.



す
る
を
例
ε
す

る
.。

抑
も
利
潤

分
配
制
な
る
も
の
は
、
現
時
に
於
け
る
勢
賃
制
度
が
、
縄
濟
上
所
謂
分
配
に
關
す
る
制
度
ε
稠
せ
ら

る
Σ
に
拘
ら
す
、
實
際
に
於
て
は
勢
賃
は
眞
實
の
分
配
た
る
性
質
を
有
せ
な

い
で
、
勢
働
者
が
現
賢
に
之
に
與
は

り
て
其
業
を
管
み
た
る
所

の
そ
の
業
務
の
成
績
ε
は
直
接

の
開
悟
な
く
、
其
の
業
務
の
成
績
の
定
ら
な

い
内

に
、

前
以
て
雇
主
よ
り
、
そ
の
所
有
す
る
資
金
の
中
か
ら
彿
は
れ
る
も
の
た
る
に
過
ぎ
ぬ
所
よ
ザ
し
て
、
此

の
制
度
に
.

依
て
、
せ
め
て
之
を
分
配
ら
し
き
意
味
合
の
も
の
た
ら
し
め
ん
ご
す
る
も
.の
で
あ
る
。
即
ち
現
時
の
勢
賃
は
、
商

口叩
ご
し
て
費
買
せ
ら
る
㌧
勢
働

の
代
償
陀
る
に
過
ぎ
な
い
で
、
.履
主
は
之
を
買
取
る
場
合
に
は
買
切

っ
て
し
ま

い
、

其
の
事
業
の
成
績
ピ
は
無
闕
係
の
も
の
巴
寫
し
,
從
て
事
業
成
績

よ
り
生
す
る
飴
剰
牧
盆
は
悉
く
之
を
利
潤
所
得

ε
し
て
企
業
家
が
牧
得
す

る
こ
ε
}
な

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
合
比

の
利
潤
分
配
制

に
依

っ
て
緩
和
し
、

利
潤
の

一
部
分
を
割

い
て
勢
働
者
に
分
配
す
る
こ
ε
に
す
れ
ば
、
螢
賃
を
し
て
能
く
事
業
の
成
績
に
直
接
の
關
係

を
持
た
し
む
る
を
得

る
こ
ε
》
な
る
ε
い
ふ
の
が
、
此
の
制
度
の
主
旨
ε
す
る
所
で
あ
る
。
.

此
の
意
味

に
於
け
る
利
潤
分
配
制
は
、
農
業
に
於
て
は
、
決
し
て
從
寒
行
は
れ
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
其
.

の
原
始
的
な
る
形
式
は
、
却

っ
て
之
を
農
業

舵
於
て
見
る
こ
ε
が
出
來
る
の
で
、
其
黙
は
特

に
注
意
を
要
す
る
所

ε
す

み
。
即
ち
農
業
に
於
け
る
彼
の
分
室
小
作
制
の
如

き
は
、
見
方

に
依

っ
て
は
、

一
種

の
利
益

分
配
制
ご
も
見

得
ら
れ
る
も
の
で
、
之
を
小
作
制

ε
見

る
を
正
常
ε
す
る
か
、
將
叉
利
益
分
配
制
の
意
味

の
加
は
れ
る
勢
働
制
埴

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(六
)

簾
+
三
巻

(篁
ハ號

八
三
)
・
入
六
五

、

.



論

叢

農
業
労
働
問
題
(六
)

第
+
三
巻

(第
六
號

八
四
)

入
六
六

見
.る
を
銀
賞
巴
す
る
か
に
就

い
て
は
、
從
夾
撃
者
間
に
議
論
の
存
す
る
所
で
あ
る
。

分
盆
小
作
制

詔
蝉
p罠
o
は
、
小
作
経
管
上
よ
り
生
す
る
牧
盆
を
實
物
の
ま
」
に
折
孚
し
て
其
の
孚
を
地
主
の
所

得
ε
な
し
、
他
の
孚
分
を
小
作
人
の
牧
盆
ε
駕
す
を
以
て
其
の
本
質
ξ
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
地
主
所
得

に
締
す

る
孚
分
が
脛
濟
學
上
果
し
て
地
代
の
み
に
相
當
す

る
か
、
そ
れ
こ
も
、
地
代
に
足
ら
な
い
か
、
將
叉
地
代

以
上
街
ほ
利
潤
所
得
が
含
ま
れ
た
る
か
は
、
之
を
論
定
し
得
ら
る

べ
き
も
の
で
な

い
。
そ
れ
ε
同
時
に
又
小
作
人

の
所
得
ε
な
る
他
の
半
分
が
、
経
済
學
上
果

し
て
勢
賃
に
の
み
當
る
か
、
そ
れ
以
上
に
多
少
の
利
子
ご
利
潤
ご
を

含
有
す

る
か
、
そ
れ
ε
も
労
賃
所
得
ε
し
て
も
普
通
の
雇
傭
勢
賃
に
相
賞
す

る
だ
け
の
額
に
は
足
ら
な

い
も
の
で

あ
る
か
ご
い
ふ
こ
ビ
も
、
理
論
上
に
於
て
は
論
定
す

る
こ
亡
が
出
來
澱
。
た
ゴ
其
の
年
々
の
牧
穫

の
多
少
に
依

っ

て
事
質
的
に
牧
盆
の
額
の
定
ま
る
が
儘

に
、
其
の
半
分
ぜ
し
て
の
地
主
所
得
6
小
作
人
所
得

ε
に
年
々
大
小
が
あ

り
、
其
の
牧
穫
が
大
で
獲
て
其
の
宇
分
が
人
な
る
場
合
に
は
、
地
主
は
地
代
以
外
に
多
少
の
利
潤
所
得
を
占
む
る

-
こ
ご
が
出
來
る
で
あ
ら
う
し
、
そ
う
な

る
ε
小
作
人
も
亦
同
時
に
勢
賃
所
得
相
當
額
以
上
に
利
子
所
得
を
得
、
爾

ほ
多
少
の
利
潤
所
得
を
も
占
[む
る
を
得

る
こ
ご
N
な
る

べ
き
で
あ

る
。

然
し
`
も
か
く
牧
穫
量
が
多
く
て
利
潤
所
得
の
生
じ
得

べ
き
場
合
に
は
、
地
主
同
様

に
小
作
人
も
其
の
利
潤
の

半
分
(
叉
は
幾
部
分
)
を
所
得
し
得

る
黙

に
、
此
の
制
度
の
特
色
は
あ
る
次
第
で
、
頗
る
原
始
的
乍
ら

一
種
の
利
潤
分

配
の
行
は
る
、
制
度
な
り
ε
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
身
盆
小
作
制
は
、
普
通
に
利
益

分
配
制
の
分
類
ビ
し
て
敷

へ



■

ラ

ヘ
ノ
　

う

ら

る

、
所

の

「
生
産
物

分
配
法

ぎ
。身

9

ω
冨
}

σQ

こ
利
潤

分
配
法

頃
δ
沖

Qα
冨
「ヨ
σq

及

び
三

利
得

分
配

法

O
国
ぎ

(

(

(

し。
ず
巴

ロ
σq
中

の
第

一
の
も

の
、
即

ち
生
産
物

分
配

法

に
當

る
も

の
で
め

つ
て
、
利
益

分
配
制
中

の
最

も
原
始
的

な

る
形
式

ε
見

る

こ
ε
が
出
　来

る
。

弦

に
於

て
か
、
學
者
中

に
は

、
此

の
身
盆

小
作

制

は

.
之
を

、
事
業

上

の
損
益
共

に
小
作
人

が
負
惜

し
、
利

潤

所
得

の
生
ず

る
場

合

に
は
、

企
業
家
た

も
小
作
人

が
全

部
之
を
所
得
す

る
を
以

て
本
則

ε
す

る
も

の
ε
見
ざ

る

べ

か
ら

ざ

る
小
作
制

度
な

る
も

の

Σ
中

に
、
罵

す

蓬
見

る
の
は
穏

當

で
な

い
、
之
は
寧
ろ
地

主

ざ
そ

の
所

謂
小
作
人

ε
の
共
同

企
業

ご
見

る
か
、
然
ら
ざ

れ
ば
、
地

主

が
利
益

分
配
制

の
下

に
勢
働

者
に
農
業
経
管

を
行

は
し
む

る

一

種

の
勢
働
雇
傭
制

ご
見

る
を
至
冨

ε
寫
す

・し
論
ず

る
者

が
、
出

て
凍

る

の
で
あ

る
。

惟

ふ
に
分
室
小
作
制
を

小
作

制

ピ
見

る

べ
き

か
、

將
又

一
種

の
勢
働

制

ビ
見

る

べ
き

か
ぜ

い
ふ
こ
ε
は
、
小
作

制

な
る
も

の

」
解
繹
如
何

に
依

る
こ
ε
で
、

小
作
制

ε
は

小
作

人
が
企
業
者

ご
し
て
事
業
経
管

上

一
切

の
損
益
を

自
己

に
引
受

け
て
経
管
を
行

ふ
制
度
な

り
ご
定

め
て

か

、
れ
ば

、
此

の
分
盆

小
作

制
の
.如

き
は
之

を
小
作
制

ε
見

な

い
で
、
一
種

の
勢
働
制

ご
見
な
け

れ
ば
な
ら

澱
こ
ε

》
な

る
。
然

る
に
小
作
制

な

る
も

の
を
斯

の
妬

く
解
繹

し
な

い
で
、
小
作

人
は
企
業
者

た

る
ε
勢
働
者

π

る
ε
を
問

は
す

、

ε
も

か
く
他

人
の
土
地

を
預

っ
て
、
其
上

に
農
業
輕

楼

を
行

ふ
制

度
な
り

ε
廣

く
解
繹
す

れ
ば
、

分
盆

小
作

制
も

亦
.小
作
制

た
る
に
何

等
差
支

な
き
も

の
で
あ

る
9

此
所

に
は

小
作

制

の
意
義

を
定
む

る
必
要

は
な

い
か
ら

、
右
何
れ

の
見
地

に
擦

る
も
差
支

な

い
の
で

あ
る
が
、

論

盤凧

農
業
勢
働
問
傭旭
(山ハ)

・
.

第
十
一二巻

〔笛
即山ハ號

八
五
)

入
山八七

.

一



■

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(六
)
.
.

第
十
三
巻

(第
六
號

八
六
)

八
六
八

び

そ

の
何

れ
に
し
て
も
、
吾

等

の
研
究

に
取

っ
て
大
事

な
こ

ざ
は
、
此

の

分
盆
制

の
下
に
於

て
は
、
利
潤
所
得

の
生

じ
得

べ
き
場

合

に
は
、
そ
が
地

主

ご
小
作

人

ご
の
問

に
分
た

る

》
ε

い
ふ
.こ
ε
之

で
あ
る
。
.而

し
て
此

の
分
配

の

行

は
れ
.る
ε

い
ふ

こ
ご

の
爲

め
に
、
其

の
形

式

は
甚

だ
原

始
的

た

る
乍

ら

、
農

業

に
は
、
利
潤

分
配
制

な
る
も

の

は
、

一
種

の
形
式

の
下

に
古
く

よ
り
行

は
れ
家

つ
π

ε
謂

へ
る

の
で
あ

る
。

右
の
や
う
な
繹
で
、
農
業
に
在

っ
て
は
、
利
潤
分
配
制
な
る
も
の
は
、
決

し
て
珍
ら
し
い
も
の
で
は
な

い
が
、

然
し
右
の
分
配
制
は
甚
だ
原
始
的
な
も
の
で
、
然
か
も
だ
ゴ
之
れ
公
益
小
作
の
行
は
る
＼
場
合

に
於
て
の
み
之
を

見
る
を
得
る
次
第
で
、
普
通
の
雇
傭
勢
働
蓬
は
關
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
從
で
普
通
の
雇
傭
勢
働
に
於
け
る
利

潤
分
配
制
に
至
っ
て
は
、
叉
自
ら
別
個
の
問
題
ε
し
て
之
を
致
発
す
る
を
必
要
ε
す

る
。

仍
て
之
を
孜

ふ
る
に
、
農
業
に
於
け
る
利
潤
分
配
制
は
、
夙

に
濁
逸

に
於
て
試
み
ら
れ
、「
孤
立
國
』
.の
著
者

こ

し
て
、
地
代
論
の
建
設
者

ざ
し
て
著
名
な
る
フ
ォ

ン
、
チ
ユ
ー
子
ソ
が
、
一
八
四
七
年
自
己
所
有
の
ブ

ロ
ー
農
場
に

於
て
之
を
採
用
し
起
る
を
以
て
嚆
矢
ぜ
す
る
。
.即
ち
ブ
ロ
ー
農
場
に
在

っ
.て
は
、
経
鞍
上
の
収
支
計
算

に
於
て
鯨

剰
牧
盆
が

↓
定
金
額
を
超
過
し
た
る
場
合
に
は
、
共
の
超
過
額

の
五
厘
は
農
場
從
業
者
、
農
場
管
理
者
、
農
夫
頭
、

森
林
管
理
者
、
車
輪
鏡
造
八
、
鍛
冶
屋
、
飼

牛
者
、
校
長
及
び
牧
師
其
他
随
時
農
場
に
雇
は
れ
て
働
く
勢
働
者

に

し
て
村
内
に
居
住
す
る
者
等

「に
謝
し
て
分
配
せ
ら
る
》
も
の
こ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
分
配
は
貯
金



通
帳
に
記
入
す

る
方
法
に
依
て
行
は
れ
、
其
の
貯
金
に
謝
し
て
は
四
分
二
厘
弱
の
利
子
が
附
せ
ら
れ
、
利
子

は
毎

年

ク
リ
ス

マ
ス
に
支
撹
は
る
」
も
の
ε
し
、
貯
金
は
預
人
が
六
十
戯

に
達
す
る
迄
は
引
出
す
を
得
ぎ
る
も
の
ε
せ

ラ

ほ

ら
れ

☆
。

此

の
プ

ロ
.-
農

場

の
利
益

分
配
制

は

一
八
九
六
年
迄

織
綾

せ
ら

れ

π
が
、
農
場

の
所

有
移
繭
ビ

共

に
廃
止

さ
る

る

こ
嬉
Σ
な

っ
た
U

右

の
外
猫
逸

に
在

っ
て
は
、

ユ
ウ

ル
グ

ソ
ス
ド

ル
フ
農
…腸
、

コ
毛
ロ
ー
ヴ

エ
ン
農

場

、
ウ

ル
フ
ス

ハ
ー
ゲ

ソ
農

場
鯨

に
も
、
.右

ε
略
ぼ
其
趣
を

同
う
せ

る
利
益

分
配
制

が
行

は
れ

、
農
場
勢

働
者

の
老

後
の
備
、
小
見

の
養
育

、

其

の
地

位

の
向

上
等

の
爲

め
に
、
農

場
純
利
益

の

一
党
歩
合

〔
六
分
乃

至

】
割

〉が
勢
働
者

に
分
配
せ
ら
れ
内
掛
働

者

を
し
て
軍
純

な

ゐ
雇
傭
賃
金
勢
働
者

た

る
以
上

の
意

味

を
持

つ
も

の
た
ら

し
め
ん

ε
、
試
み

ら
る

ン
こ
ご

、
な

つ
だ

の
で
あ

る
。

爾

ほ
英

国
に
於

て
も
、

エ
セ
ッ
ク

ス
州

タ

ー
リ

ソ
グ

ご

い
ふ
所

に
在

る
、
酪
農
場

に
於

て
二
十
年
前

よ
b

年
期
.

配
當
制
が
設
け
ら

れ
、
近
く
は
更

に
之

を
勢
働
者

の
経

管
蓼

加
制

∩
o
曲
舞

器
「魯
冒

た
ら

し
む
計
叢

が
行

は
れ
、,

勢
働

者

の
受
く

る
配
賞
金
は
之
を

そ
の
郵

便
貯

金

`
す

る
か
、
或

は
該
農
場

の
資

本

に
投

入
す

べ
き
も

の
ε
し
、

實
際

に
於

て
は
、
農
場

資
本

へ
の
投

入

が
專
ら
行

は
る

」
こ
ε

、
な

り
、
農
場

の
牧
支
計
算

に
於
て

は
、
其

の
基

本
資

本
金
及

び
組
合
員

た

る
勢
働
者

の
預

金
に
…罰
し
て

五

分
の
利
子
を
彿

ひ
、
其

の
飴
剰
利
潤

は
之

を
農
場
主
脳

肌瑚

幽凧

阻属燈
心鎧汀一働
㎜
四題
(占ハ)
.

第
十
「昌
血腫

(苗印⊥ハ號

入
-七
)

八
山八九

41)農 務局鯛査『農場利益分配の事例』九七頁以下

42)同1-〇 四頁以下
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論

叢

農
業
勢
働
問
題
(六
)

第
十
三
巻

(第
六
號

八
入
)

八
七
Q
.

考
及
び
組
合
員
の
問
に
、
其
の
投
資
額
及
び
資
本

ご
看
倣
さ
る
㌧
年
酬
額
の
割
合
に
比
例
し
て
、
分
配
さ
る
、
も

の
ε
定
め
.ら
れ
把
。

次
に
我
国
に
在
.っ
て
は
、
従
来
北
極
の
利
益
分
配
制
を
農
業
に
見
る
こ
ご
は
出
来
な
か
つ
だ
が
、
近
時
農
村
に

於
け
る
勢
働
不
足

の
擬
態
は
噛
漸
く
に
し
て
此
等

の
道
に
依
る
新
経
管
組
識
を
必
要

こ
す
る
に
至
り
、
弗

々
新
事

例
の
表
は
れ
乗
る
に
會
す
る
こ
ε
玉
な
つ
π
。
農
務
局
の
調
査
に
か
Σ
る
幅
岡
縣
下
の
事
例
の
如
き
は
、
其

の

一

例
ε
爲
す
に
足
り
る
も
の
で
あ

る
。

即
ち
福
岡
縣
下
の
某
農
場
(
甲
農
場
ε
構
せ
ら
れ
て
居
る
)
に
於
て
は
、
農
場
を
ぱ

一
個
の
濁
立
事
業
ε
看
做
し

農
場

の
會
計
を
凋
立
に
し
、
農
場
は
地
主
よ
b
借
入
れ
た
る
土
地
に
封
し
て
は
小
作
料
こ
し
て
地
代
を
支
彿
ひ
、

又
其
の
用
み
る
固
定
資
本
及
び
流
動
資
本
に
射
し
て
は

一
定
歩
合
の
利
子
を
支
梯
ひ
、
其
他
農
場
徒
業
員
の
給
料

食
費
其
他
脛
瞥

に
要
す
る

一
切

の
費
用
を
支
錦
ひ
た
る
後
、
剰
飴
ε
な
れ
る
純
利
盆
は
、之
を
農
場
主
任
、常
雇
員

及
び
農
場
積
立
金
の
問
に
各

々
三
分
づ
㌧
分
配
す

る
の
定
め
ε
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
若
し
或
年
度
に
於
て
牧

.

支
計
算
上
損
失
を
見
π
る
場
合
に
は
、
定
め
ら
れ
た
る
主
任
の
最
低
給
料
、
雇
員
の
給
料
、
見
習
生
の
手
當
に
足

ら
ざ
る
部
分
だ
け
地
主
よ
り
補
給
す
る
も
の
ε
す

る
。
膚
ほ
新
設
備
、
振
張
等
に
要
す
る
費
用
は
地
主
に
於
て
之

を
負
推
し
、
器
具
破
損
の
補
填
、
牛
馬
の
補
充
等
す

べ
て
纒
瞥
費
ご
見
ら
る

べ
き
も
の
は
農
場

の
負
憺
ご
す

べ
き

も
の
ε
せ
ら
れ
て
あ
る
。
斯
く
て
即
ち
農
場
に
於
け
る
輕
螢
に
關
し
て
は
、
農
場
主
任
其
責

に
任
す

右
も
の
ε
し
、
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纏
楼
上
の
「計
誼
を
立
て
豫
算
の
編
成
を
駕
し
、
之
を
地
主
ご
協
定
し
置
く

べ
き
も
の
ε
し
、
そ
の
實
行
に
閲
し
て

は
農
場
主
任
自
己
の
責
任

ε
し
て
、
従
業
勢
働
者
ε
共

に
之
を
遂
行
し
、

一
種

の
債
受

小
作
制
の
下
に
業
務
の
経

輪

螢
を
行

ふ
こ
ε
」
せ
ら
れ
た
。

次

に
同
じ
く
天
職
岡
縣
下
に
於
け
る
乙
農
場
に
在

っ
て
は
、

農
地
は
九
名
の
所
有
者
の
所
有
に

係
る
が

爲
め

に
、
之
を
組
合
に
依
る
共
同
企
業
ご
爲
し
、
然
か
も
其
の
経
管
は
右
脳
農
場

に
於
け
る
ε
同
じ
く
、農
場
主
任
者
を

置
い
て
其

の
専
管
ε
駕
し
、
や
は
り
土
地

に
封
ず

る
地
代
を
支
挑
ひ
、組
合
資
本
に
饗
す
る
利
子
や
純
特
費
を
引
去

り
だ
る
風
上
の
純
牧
盆
は
、
之
を
主
任
抜
手
の
慰
勢
金
ど
し
て
十
分
三
、
常
傭
農
夫
の
慰
勢
金
ε
し
て
十
分
三
、
農

場
積
立
金
ε
し
て
†
分
四
つ
』
に
配
分
す

べ
き
も
の
ε
し
て
居

る
。
其
め
組
織
は
大
艦

に
於
て
甲
農
場
ε
異

ろ
所

な
く
、
た
だ
甲
農
場
に
在

っ
て
は
土
地
が

一
人
の
所
有
者
の
断
有

π
る
に
反
し
て
、
乙
農
場
に
在

っ
て
は
、
そ
が

多
数
地
主
の
所
有
た
る
が
嚼
め
に
、
企
業
が
軍
猫
企
業
た
る
ε
組
合
企
業
た

る
ご
の
別
を
存
す

る
に
過
ぎ
澱
の
で

め
る
。
然
し
此
所
に
吾
等

の
研
究
に
販

っ
て
は
、
企
業
が
輩
濁
企
業
た
る
ε
組
合
企
業
た
る
ε
は
重
要
の
問
題
で

な
く
、
そ
の
利
益
分
配
の
組
織
が
重
要
な
の
だ
か
ら
、
比
熱
に
於
て
多
く
異
る
所
な
き
限
り
、
再
考
は
同

一
様
な

る
事
例
た
る
に
過
ぎ
な

い
で
、
次
に
掲
ぐ
る
丙
農
場
の
事
例
も
や
な
り
同

一
義
で
め
る
。

丙
農
場

ε
租
せ
ら
る
、
も
の
に
在

っ
て
も
、
土
地
は
や
は
り
二
十
三
名
の
地
主
の
所
有

に
か
、
る
所

か
ら
、
企

業
は
共

の
組
合
に
よ
る
共
同
企
業
巴
爲
し
、
然
か
も
経
管

は
前

二
例
同
様

に
之
を
農
場
主
任
者

の
恵
管

で
し
、
農

弘州
叢

農
業
山刀働
問
題
(⊥ハ
)

第
十
一二
巻

(館
山ハ號

八
九
)

八
七
一
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曲

論
㎜

髄
脳

農

業

既が
働

闇
陶題

(山ハ
)
.

櫨
即
十
=
一血
行

(艘
別
占ハ
興
仙

九
一〇
)

八

七
二

勝
純
利
益
の
分
配
方
法
遇
亦
乙
農
場
ご
同
じ
く
農
場
主
任
及
び
常
雇
場
員
に
劃
し
て
各

々
+
分
の
三
、
農
場
積
立

金
こ
し
て
十
分
四
つ
》
に
配
分
す
る
も
の
こ
す
る
。
尤
も
経
管

に
関

し
て
は
、
組
合
會
議
に
於
て
そ
の
豫
算
を
議

定
し
、
又
主
要
農
産
物
の
販
費
等
に
.就
い
て
は
、
主
任
は
農
場
役
員
ε
協
議
す

べ
き
も
の
ざ
定

め
ら
れ
て
あ
る
。

㊨

而
し
て
農
場

の
積
立
金
は
固
定
資
本
の
償
却
、
業
務
の
掩
張
政
善
等
の
爲

め
に
用

ゐ
ら

る

べ
き
も
の
ε
す

る
。

右
輻
岡
願
下
に
於
け
る
三
農
場
の
事
例
は
、
我
国
に
於
け
る
農
場
利
益
分
配
制
に
關
す
る
最
初
の
試

ざ
し
て
、

そ
の
意
味
・に
於
て
輕

か
ら
ざ
る
意
義
を
有
す
る
も
の
た
る
を
否
み
難

い
。
而
し
て
そ
の
成
績
は
、
實
施
以
来
漸
く

三
四
経
鞍
年
度
を
経
過
し
た
る
に
過
ぎ
瀕
今
日
に
於
て
、
俄

か
に
之
を
判
定
し
難
い
が
、
兎
も
角
我
国
に
於
げ
る

農
場
利
益
分
配
制

の

一
新

事
例

ε
し
て
注
意
す
る
に
値
す
る
、で
め
ら
う
一
而
し
て
そ
の
利
潤
分
配
の
牽

の
定

め
方

等
に
は
、
伺
ほ
多
く
の
批
評
の
餓
地
あ
る
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
合
北
新
に

…
々
之
を
措
摘
論
評
す
る
必
要

は
な
い
。
た
ゴ
怠

る
ぺ
か
ら
ざ
る
こ
ε
は
、
此
の
組
織
も
亦
之
れ
農
業
生
産
経
螢
上
に
於
け
る
勢
働
組
織
に
聞
す
.

る

一
の
新
し
き
試
ε
し
て
、
意
義
あ
る
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
い
で
、
地
主
封
経
管
者
問
の
問
題
の
如
き
は
、
依
然

ぜ
し
て
困
難
な
る
が
ま
ン
に
取
遺
さ
る
玉
も
の
た
る
こ
ε
之
れ
で
あ
る
。
邸
ち
経
籍
上
の
牧
支
計
算
に
於
て
、
地

主

に
鋤
し
て
は

一
定
の
小
作
料
を
支
彿
ひ
、
之
を
支
出
ご
し
て
計
上
す

べ
き
こ
ε
》
な

っ
て
居

る
の
だ
か
ら
、
そ

の
小
作
料
の
高
の
大
小
は
、
直
接
覿
面
に
経
特
利
潤
の
大
小
に
關
保
し
、
小
作
料
は
實

に
利
潤
の
獲
生
す

る
や
否

や

ご
、
奨
め
高
の
大
小
ε
を
定
む
る
、

一
主
要
素
た
る
も
の
ご
す
.る
。
從
て
此
の
組
織
の
下
に
於
て
も
亦
、
地
主
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ご
脛
瞥
の
任
に
當

る
農
場
主
極
製
下
熱
働
者
ご
の
利
害
は
、
相
反
す
る
も
の
た
る
を
免
れ
難

い
。
然
か
も
現
今
純

理
論
的
に
は
兎
も
角
、
實
際
的
に
は
正
當
な
る
小
作
料
な
る
も
の
＼
額
が
定

め
難
く
、
地
主

ご
経
管
看
ご
の
共
に

満
足
す

る
正
常
の
標
準
な

る
も
の
は
見
出
し
難

い
の
で
あ
乃
か
ら
、
地
主
が
比
較
的
多
く
を
取

る
限
り
、
農
場
主

任
以
下
勢
働
者
の
分
配
に
預
り
得

べ
き
利
潤
は
少
く
、
從
て
其
の
不
満
を
買
ひ
易
く
、
や
は
b
両
者

の
利
害
上
に
.

於
け
る
劃
峙
は
、
小
作
制
に
於
け
る
ご
異
る
所
な
き
も
の
ざ
す

る
。

何
れ
に
し
て
も
、
農
業
縄
螢
上
に
ぽ
、
常
に
此

の
地
主

の
取
る

べ
き
股
盆
部
分
に
關
す

る
問
題
が
、
困
難
の
原

因
ε
な
る
を
免
れ
難

い
の
で
め

つ
て
、
此

に
關
す

る
根
本
問
題
の
解
決

せ
ら
れ
ざ
る
限
り
、
勢
鋤
問
題
上
に
於
て

は
、
共
の
組
織
を
如
何
様
に
し
て
見

て
も
、
何
時
も
十
分
の
問
題
解
決
は
得
ら
れ
な

い
で
、
中
途
年
端
の
威
は

一

塒
遁
れ
の
緩
和
策
た
み
に
終
ら
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

総

て
以
上

の
如

く
記
述

し
論
議

し
來

っ
て
、
此

所

に
漸

く
筆

を
欄

く

べ
き
場
合

・し
な

つ
把
の

て
あ

る
が
、
論
述

す

る
所

は
、
即

ち

之
れ
農
業
勢

働
問
題

の

一
般
的
性

質

ε
其

の
主
要

な

る
諸

方
翫

ご
に
翻
す

る
解
説
を
圭

ε
し
、

之

に
多

少

の
政

策
的
意
見

を
附

加
し

π
る
も

の
で
あ

っ
て
、
断
題
を
問

題
ε

し
て
澤

明
す

る
こ
ご
が
、
實

に
本

論

丈

の
本
旨

ε
す

る
所

で
め

る
。
爾

ほ
諸
多
細

末

の
黙

に
關

し
て
は
,更

に
多
く

の
論
究

を
必
要

こ
す

る
次
第

だ
が
、

一
先

づ
藪

に
大
綱
を
論
ず

る
を
以
て
満
足

し
、
此
稿

を

結

ぶ
こ
ビ
》
す

る
。特

に
問

題
解
決

の
駕

め
に
す

る
諸
政

策

論

叢

農
業
勢
働
問
題
(さ

第
+
三
巻

(第
六
號

九
]
〉

入
叱
一二

,



r

論

叢

農
舞

働
問
題
(六
)

第
+
三
巻

(第
六
號

ん
二
)

大
西

就
中

そ
の
根
本
政

策

に
就

い
て
は
、
筆

者

に
信

中

る
所

め
り
、先

づ
土
地

の
所
有

に
關

し

て
は
、
土
地

の
所
有

ε
用

益

ε
が
相

分
離

し

て
居

る
現
今

の
歌

態
が
根

本
的

に
革

め
ら

れ

て
、
駈
有

ε
用
益

・し
の
不
可
分

の
も

の

ξ
せ
ら

る

」
こ
ε
を
必
要

ε
し
、
そ

の
意

味

に
於
て
現

時
の
所
有

制
な

る
も
の

は
、
從

て
所
有
権

な
る
も

の
は
、
少
く

ε
も

農
地

に
鍔

し
て
は
、
改
塵

せ
ら

れ
る

の
必

要
が
あ

る
で
あ
ら

う

し
、
叉
彼

の
雇
傭

労
働
制

そ
の
も
の

》
政
屡

も
必

要

ご
せ
ら

れ
る
で
あ
ら

う
し

,
更

に
又
大

い
に
進

む

で
、

現
時

の
交

明

の
都
會
集
中

を
打
破

し
、
文

明
ε
経
済

ε

の
都
降
卒
均
を
將

察
す

べ
き
根
本

政
策

の
確

立
断

行

せ

ら
れ

る
を
必

要

ε
す

る
で
あ

ら
う

こ
ε
は
、
私

の
信

じ
て

疑

は
ざ

る
所

で
み

る
。
斯

く
す

る
に
於
て

の
み
即

ち
甫

め
て
能
く
農
業
勢
働

に
關

す

る
諸
多

の
問
題

は
解
決

さ
れ

得

る
の
み
な
ら
す

、
斯
く

て
甫

め
て
能
く
農
業

そ

の
も

の
㌧
衰
頽
荒

腹
を
防

ぎ
、

そ
の
維
持

ξ
繁
榮

蓬
を
躙

る
ご

ε
が
出

家
得

べ
き

で
あ
乃
。

然
ら

ざ

る
限
り
諸
多

の
政

策

の
如

き
は
、
所
詮

緩
和
策

π
る
の
数
能

し
か
持
ち
得
ざ

る
も

の
ε
信

ぜ
ら

れ
る
り

け
れ
こ
も
此
等

の
根
本
政
策

札
關
す

る
こ
ご
は
、
総

て
此
所

に
之

を
省

℃
て
置

く
。
繰

返
し

て
青
ふ
が
、
本
論
交

に
於

て
は
農
業
勢
働
問

題

の
如

何

に
重
要

切
實

の
問

題
た

る
か
を
明

か
に
し
、

そ
の
問

題

の
内
容

ε
意
義

だ
を
闡

明
す

る
こ

ξ
が
、
主
眼

ε
せ
ら

れ
沈
次
第

で
あ

る
。
又

そ
の
解
決

の
た

め
に
せ
ら

れ

ん

ξ
す

る
運
動

ε
施
設

の
實

猷

に
就

い
て
、
其

の
大
様

を
述

べ
て
、
.問
題

推
移

の
傾
向
を
窺

ふ

こ
ε
が
、
企

て
ら
れ

た
海
第

で
あ

る
。

(完
結

)

、

、

■


